
開催日時：令和８年１０月８日(木) １４時～１６時

開催場所：和歌山県立医科大学 紀三井寺キャンパス 図書館棟３階研修室

本学 附属病院 中央放射線部 熊山 義孝 技師長

くまやま よしたか

■ 電 話 ０７３－４４１－０７８９

■ メール ➀ 以下のURLのページ下部にある申し込み用紙のデータを

ダウンロードして必要事項を入力してください。

② 必要事項を入力した申し込み用紙のデータを添付して、

以下のメールアドレス宛てに送付してください。

https://www.wakayama-med.ac.jp/shisetsu/life/index.html                              

life@wakayama-med.ac.jp

■ FAX ０７３－４４１－０７13

「胃がホルモンをつくる？―食事と脂肪肝の新しい関係―」

申込み方法 令和８年８月２０日(木)までに以下のいずれかの方法で
お申し込みください。先着３０名。

第６回
最新の医学・医療カンファランス

市民講座

問合せ先 和歌山県立医科大学 生涯研修センター （電話）073－441－0789

本講座は、一般の方に最新の医学・医療情報等を提供し、
教養を深め、健康や治療に役立てていただくことを大きな
目的として開催しています。医学・医療に関する専門的知
識は必要ないので、興味のある方は、ご覧ください！

「放射線技師の仕事について」

診療放射線技師は現代の医療において欠かせない画像診断の領域で、チーム医療の
一員として日々Ｘ線撮影業務やX線検査業務に携わっています。また、医療の高度化
に伴い様々な新しい知識や技術を習得する必要もあり、医師と同じように専門技師制
度もあります。そこで今回は日常の撮影・検査・放射線治療業務で患者さんに安心・信
頼を得るため、どのようなことを普段行なっているかを紹介します。

胃は食べ物を消化するだけの臓器と思われてきましたが、私たちの最近の研究から、
胃が女性ホルモンであるエストロゲンを分泌し、脂肪の代謝に関わっている可能性が
わかってきました。特に、食事内容によって胃から分泌されるホルモン量が変化し、そ
れが肝臓での脂肪合成（脂肪肝）に影響することが示されています。今回はこの研究内
容をもとに胃が作るホルモンの新しい働きについてわかりやすく紹介します。

いとう たかお

本学 医学部 解剖学第一講座 伊藤 隆雄 助教


